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熊本県天草家畜保健衛生所 

 9月25日(金)に、天草家畜市場において第43回天草畜産共進会が開催されました。肉用種

牛の部、飼料作物の部について出品があり、多くの関係者が出席され大いに賑わいました。
天草黒牛の素晴らしい繁殖牛たちが勢揃いし、いずれも発育良好で手入れも行き届いており、
質が良く県内トップクラスであるとの講評もありました。厳正な審査の上で各部門の牛が表
彰され、一部から2頭、二部から2頭、三部から一頭の牛 

の合計5頭が天草地域の代表となり、10月31日（土）に 

開催される第40回熊本県畜産共進会に出品されます。 

 天草地域の代表牛が上位に入賞すること、また今後の 

天草黒牛の更なる発展を祈念しております。 

  
 平成27年9月29日、沖縄県において、家畜伝染病予防法により届出伝染病に指定されてい
る牛流行熱（以下、本病）の発生が確認されました。また、平成27年10月に、鹿児島県にお
いて本病が疑われる事例があるとの報告がありました。ここ10年の間、本病は沖縄県におい

て散発的に発生が確認されていましたが、今回鹿児島県で発生したことから、本県への侵入
が危惧されます。 

 畜産関係者の皆様におかれましては、ウイルス感染を未然に防ぐため、特に、下記の事項
に留意の上、飼養衛生管理基準の遵守の再徹底をお願いします。 

 また、本病が疑われる症状を発見した場合、速やかに家畜保健衛生所に御連絡をお願いし
ます。 

牛流行熱とは 
〇病原体：牛流行熱ウイルス 

〇症状：突然の発熱（41～42℃）、食欲不 

 振、泡沫性流涎、流涙、関節痛による跛 

 行や起立不能などであるが、1～2日で回 

 復することが多い。 

 致死率は1％以下だが、重症例では頚 

 背部、胸前部などに皮下気腫が見られ 

 窒息死する。 

〇感染様式：蚊やヌカカなど吸血昆虫に 

 よる媒介。そのため、夏～晩秋に発生 

 が増加する。 

〇予防治療：吸血昆虫が活動する前の不 

 活化ワクチン接種、治療法は対症療法。 

対策 
①ワクチン接種 

②蚊やヌカカなど吸血昆虫の対策：畜  

 舎・周辺の清掃、生体への殺虫剤や  

 忌避剤の散布、送風や防虫網（2ｍ 

 ｍ以下）などの使用。 

③発症牛の隔離 

牛流行熱による鼻水 

（動物衛生研究所HPより） 

沖縄県及び鹿児島県における牛流行熱の発生について 

  第43回天草畜産共進会が開催されました 



病名 発生地 発生月日 畜種 型

8月25日 あひる H5N８

8月1日～8月２7日 地鶏 H5N2

8月20日 鶏 H5N2

9月5日 がちょう H５N2

9月8日 あひる H５N2

韓国 ９月1４日～９月２２日 あひる H5N8

高病原性

鳥インフルエンザ
台湾

10月１５日現在

海外悪性伝染病発生状況 

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 通報 

  毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」 

  

 去る１０月７日(水)に、熊本県県庁にて平成２７年度熊本県高病原性鳥インフルエ
ンザ（以下HPAI）防疫演習が開催され、建設業協会や県内外の県職員など関係者約
２５０名が出席しました。 
 昨月２日に行われた、熊本県HPAI防疫対策マニュアルに基づく焼却作業検証につ
いての説明や、動物検疫所門司支所長と岡山県畜産課の方による基調講演を行いまし
た。本県において焼却処理を経験したことはありませんが、スライドによる焼却作業
検証の説明や、実際に焼却処理を行った岡山県の講演により、参加者にも作業内容な
どが理解しやすかったのではないかと思います。  
 10月に入り、今年度も渡り鳥飛来のシーズンとなりました。海外のHPAI発生状況
から、依然として国内へのウイルス侵入リスクは高いと考えられるため、平時よりこ
のような防疫演習を行い、万一の発生に備える所存です。また、天草地域では11月
１２日に天草畜産農業協同組合にて防疫演習を開催する予定です。畜産関係者の皆様
におかれましては、防疫演習の際に御協力及び飼養衛生管理基準の再徹底をよろしく
お願いします。 

 平成15年、BSEのまん延防止措置の的確な実施を図るため、牛を個体識別番号により一元
管理するとともに、生産から流通・消費の各段階において個体識別番号を正確に伝達するこ
とにより、消費者に対して個体識別情報の提供を促進するために、「牛の個体識別のための
情報の管理及び伝達に関する特別措置法」（牛トレーサビリティ法）が施行されました。こ
のことから、出生・譲渡・死亡などの届出を遅滞なく行う、耳標の装着及び取り外しの禁止
が遵守項目に挙げられています。 

 しかし、平成27年9月、県内酪農農家2軒において牛トレーサビリティ法に基づく立入検査
を農林水産省九州農政局が実施した結果、同法に基づく出生の届出義務に違反していること
が確認されました。両農場共に実際の生まれた日より1日から最大79日後に生まれたと届出

しており、「月齢の割には発育が良いように見せて有利な取引をするためだった」とのこと
です。 

 届出義務違反は、牛トレーサビリティ制度に対する消費者をはじめ関係者の信頼を揺るが
すものであり、あってはならない行為です。出生、死亡、譲受け、譲渡しを行ったときは、
遅滞なく適正に届出を行い、牛トレーサビリティ制度の認識を深め、法律遵守の徹底をお願
いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牛を譲り渡したとき（転出） 

牛を譲り受けたとき（転入） 

牛が死亡したとき  

 も届出が必要です。 

牛トレーサビリティ法の遵守・徹底をお願いします。 


